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理事長 舩本    幸二  全体総括

理事 大植    貞夫 「いこいこ未来塾」茨木コース・コーディネーター

理事 太田 志満子  シニアマイスター登録事業担当

理事 桂    千惠子 「いこいこ未来塾」シニアコース・コーディネーター

理事 杉本 ゆき枝 「いこいこ未来塾」地域コース・CA世話人

理事 東條    良和  介護予防普及啓発＆リーダー養成・研修事業担当

理事 山田    智子  コミュニティデイハウス「オアシス平田」事業担当

理事 富澤    秀雄 「シニアネットワークいばらき」事務局補佐

理事 白樫    忠寛  シニアマイスター登録事業担当

監事 伊東   久雄  業務・会計監査担当

監事 中島   英征  業務・会計監査担当

NPO法人　茨木シニアカレッジの組織

平成30年度　役員担当業務

副理事長

理事 中村    敬司
 いきがいワーカーズ支援事業担当
「いこいこ未来塾」タブレットコース・コーディネーター

理事 小森 信比古
「NPO法人茨木シニアカレッジ」事務局長
「いこいこ未来塾」地域コース・コーディネーター

佐保田 正毅
 理事長補佐
「シニアネットワークいばらき」事務局長

副理事長 阿久根 昌夫
 理事長補佐
「いこいこ未来塾」現代コース・コーディネーター

総会

理事会

事務局

委託事業

「いこいこ未来塾」

委託事業

シニアマイスター

倶楽部

委託事業

いきがいワーカーズ

支援事業

自主事業

コミュニティデイハウス

オアシス平田

業務運営

委員会

CA会

楽悠くらぶ 介護予防普及啓発＆

リーダー養成・研修

タブレットリーダー

養成・研修他

同窓会組織 協働事業
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 平成 20 年 9 月発足しました、茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」は、本年創立 

１０周年を迎えることができました。 

 これも塾長を務めて頂いた歴代の茨木市長はじめ関係各位、また各関係団体の 

ご指導・ご支援の賜物であり心よりお礼申し上げます。 

 初年度は４コース８８名で茨木市生涯学習センター「きらめき」で開講しましたが、 

平成２２年３月に NPO 法人茨木シニアカレッジを設立し、２３年４月からは茨木市の 

業務委託を受けて全面的に運営を担当することになりました。 

 超高齢化社会の急進にあって、地域社会を取り巻く環境が大きく変化する中で、居場

所と出番を求める受講希望者の増加に対応して講座内容の充実に取り組んできました。 

開講５年目には総定員を１２５名、１０年目は５コース・１４５名に増員、修了生の 

多くが各種の活動で活躍しています。 

 平成２７年４月、元気な高齢者が、高齢者を支える地域づくりを推進するための中間

支援施設「茨木市高齢者活動支援センター・シニアプラザいばらき」(旧桑田荘)が新設

され、管理運営を茨木シニアカレッジ、社会福祉協議会、シルバー人材センター、 

市老人クラブ連合会の４団体が担当しています。 

 これからの『地域共生社会』の実現に向けて、さらなる社会参加を促進し、地域活動

の「担い手」として活躍できる人材の養成が急務となっております。 

 各団体とも担い手の高齢化や固定化、若い世代の参加が少ないことから、人材の発掘・

育成に困窮しています。重要課題として４団体が連携協働して地域活動の人材養成講座 

の開設について模索してまいります。 

 結びに、創立１０周年を迎えるに当たりご支援・ご協力いただきました関係機関の 

皆様に心よりお礼申し上げます。 

挨拶 

NPO 法人 茨木シニアカレッジ 

理事長 舩本 幸二 
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 NPO 法人茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」の開講 10 周年を心から

お喜び申し上げます。 

 「いこいこ未来塾」は、平成 20 年 9 月の開講以来、地域活動に意欲のある

皆様の生涯学習の場として、多彩な講座を企画され、10 年間で延べ９８３人

もの修了生を送り出されました。 

 私も塾長として支援させていただいているところでありますが、シニア 

世代の皆様が、生きがいを感じながら、様々な事にチャレンジできる社会づく

りに貢献されており、舩本理事長をはじめ、関係皆様方のご努力に敬意を表

し、感謝とお礼を申し上げます。 

 今、国では、人生 100 年時代の到来を見据え、誰もが元気に活躍し続けら

れる社会、安心して暮らすことのできる社会構築への取組みが進められてい

ます。 

 こうした中、市といたしましても、いくつになっても、好奇心や冒険心をも

って行動し、さらなるキャリアを築くことで、より豊かな人生を過ごしていた

だけるよう、居場所と出番の創出に向け、諸施策を推進してまいりますので、

今後とも、皆様の変わらぬお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、NPO 法人茨木シニアカレッジのますますのご発展を祈念申しあげ、

お祝いの言葉といたします。 

 

祝辞 

茨木市長 

福岡 洋一 
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  公益社団法人 

茨木市シルバー人材センター 

理事長 島川 譲  

茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」が 

開講 10 周年を迎えられたこと、心よりお祝い 

申し上げます。 

 シニア世代の第二の活躍場所として貴塾が 

果たされてきた役割は大変大きいものがありま

す。私も卒業生（第 7 期）の一人で、当時受講

生のみなさんが「学習」「仲間づくり」のほか 

受講目的は夫々でしたが活発な意見交換、活動

をされていたことを思い出します。 

 また、この塾の良さは卒業年度を超えて塾生 

の皆さんが引き続き交流を図られていることで

す。 

 最近新しいコースも増え益々充実したカリ 

キュラムの中で、意欲ある皆さんと共に更に発

展されることを祈念申し上げ、お祝いの言葉と 

いたします。 

茨木市社会福祉協議会 

会長 福井 紀夫  

 いこいこ未来塾が、このたび創立 10 周年を迎

えられますことを心からお慶び申し上げます。 

 茨木シニアカレッジでは、当初からシニア 

世代が地域で自らの「居場所」と「出番」を 

探すための生涯学習と社会参画に取り組み、 

地域で活躍する多くの人材を発掘されてこら

れました。 

 社会福祉協議会も、潤いのある豊かな地域 

社会づくりのためには、改めて地域で活動され 

る担い手づくりは急務と考えております。皆様 

方におかれましては、今後も地域福祉の中心的

な担い手づくりにお力添えを賜りますととも

に、これからも地域福祉活動へのより一層のご

理解とご支援をお願い申し上げます。 

 結びに、茨木シニアカレッジ並びにいこいこ 

未来塾の今後ますますのご発展と、関係の皆様 

方のご健勝、ご活躍をお祈り申し上げ、お祝い 

の言葉といたします。 

茨木市老人クラブ連合会 

会長 野口 勉  

 茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」の創立１０周年

を迎えられ誠におめでとうございます。 

 超少子高齢化社会を迎えた現在、シニア世代が今まで

培ってこられた知識、経験に更に磨きをかけるため、 

地域で自らの「居場所と出番」を探すことを目的に設立

された「いこいこ未来塾」にご入学をされ、生涯学習と

社会参画に取り組まれた皆様方に、敬意を表したいと 

思います。 

 各コースの増員と新たなコースづくりに努力され、第

１０期生までの修了者が 983 名となり、それぞれの分

野で活躍、貢献されている事は我々高齢者の将来に勇気

と誇りを与えてくれています。 

 今年は、茨木市の市政施行 70 周年を迎える年であり、

「次なる茨木へ。」・茨木には次がある・を掲げています

が、「いこいこ未来塾」も次なるカレッジをめざして更な

る発展をされるよう、茨木市老人クラブ連合会は応援を

続けていきたいと思います。 

 今後、「いこいこ未来塾」が創立１０周年を契機に魅力

あるコースの発展に向けて更に飛躍されますことを祈

念申し上げまして、お祝いのことばといたします。 

お祝いのことば 

いこいこ未来塾 10 周年を祝して 

祝辞 

茨木市議会 

議長 桂 睦子  

茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」開講 10

周年を心からお慶び申し上げます。 

 茨木シニアカレッジにおかれましては、生涯 

学習の理念を基に、集い、学び、自らの可能性や 

自己実現に取り組まれることを目的に平成 20 年

に開講されました。その後、多くの受講生を輩出

されるとともに、自ら特定非営利活動法人を取得

され、学びを通じて、地域に貢献していく動きに

まで発展されておりますことに、心から敬意を表

する次第であります。 

 市議会といたしましても、市民の皆様が、いき

いきと活動できるまちの実現に向け、一層の努力

をしてまいる所存であります。 

 結びに、茨木シニアカレッジのますますのご発

展と、皆様のご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、

お祝いのことばといたします。 

お祝いのことば 
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1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木学

4 地域活動実践

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

運営面の
特徴

★9/28茨木シニアカレッジ開講

関係者の
一言

4,500円

88人

68人

★各コース定員20名
  [地域活動実践コース」のみ他コース
　の一つと重複受講可能
★開講記念オープン講座：講師は
　山本末男氏（前茨木市長）

コース名

当年度の
特記事項

茨木市生涯学習センター「きらめき」

80人

93人

第1期 平成20年 (2008年）

シニアカレッジ１０周年に寄せて

大北規句雄

「高齢者の学ぶ場を１年以内に

創ること」。高齢福祉課に配属さ

れて最初の仕事でした。

誰も発想を持ち得なかったことが、

逆に講座のイメージが自由にでき

たのだと思います。皆が大事にし

てきた「フレキシブルな発想と

チャレンジ精神」は、NPOに

なってから更に大きく開花されま

した。シニアカレッジでの多くの

出会いは、私に「官民協働」事業

における、行政の仕事の意味と面

白さを教えてくれた原点でもあり、

今も心の支えです。

4



第1期 平成20年 (2008年）

文化財資料館を訪ね、茨木は

長い歴史のある町であることを

改めて知りました。

継体天皇陵(現太田茶臼山古墳）や

西国街道を歩き、長く守られてきた

街並みや史跡等を訪ねました。

建築物の詳しい説明も受けました。

茨木の歴史のみならず、茨木に

ゆかりの人や関わりのある地域の

話も交えた熱いお話でした。

5



1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木をもっと楽しく学ぶ

4 市民活動おためし

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

 ◆CA（カレッジアドバイザー）の活動◆

　☆講座の準備、司会・進行等

　☆FWの下見・引率・お世話等

★同窓会総会（9/13）開催
　1期生（CA)：活動内容紹介
　2期生：受講の動機、感想

★文化発表会（9/13）開催
　落語：喜怒家哀楽師匠
　小咄：交遊亭楽笑師匠
　卒業生と受講生による舞台

★CA会発足（20名）OB・OGの
活躍状況

102人

77人

4,500円

運営面の
特徴

110人

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

当年度の
特記事項

★現代、高齢化、茨木コースの定員を
　25名に変更

★オープン講座：講師は杉原輝夫氏
　（プロゴルファー）

95人

第２期 平成21年 (200９年）

受講生さんがリラックスして受講できる雰

囲気づくりを心掛け、関心あるテーマを知

る努力をしています。クラス内のコミュニ

ケーションが円滑にでき、仲間づくりや学

習が進むことを願いながら・・・

卒業生として、受講したコースのFW下見

や引率を。耳原古墳は、日曜・祝日の見学

はできませんが、CAさんの所属する

グループが開門等のお手伝いをした結果、

古墳見学が実現しました。

開講式での野村市長

（いこいこ未来塾塾長）

6



第２期 平成2１年 (200９年）

オープン講座 11/8

杉原輝夫氏（プロゴルファー）

「いくつになっても生涯現役！」

7



1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木をもっと楽しく学ぶ

4 地域ボランティア・チャレンジ

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

　　◆NPO法人茨木シニアカレッジ設立◆

　　　平成22年3月17日　登記は4月8日

165人

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

当年度の
特記事項

★地域コースの定員を15名に、
　受講料を6,000円に変更

★オープン講座：講師は李容淑氏
　（国交省VISIT JAPAN大使）

90人

101人

77人

6,000円

運営面の
特徴

★事務局移転(10/13）

第３期 平成2２年 (20１０年）

新事務所所在地

〒567-0888

茨木市駅前二丁目5番24号

TEL/FAX 621/4566

Email:colsenior@bloom.ocn.ne.jp

茨木シニアカレッジ事務局

大福商会

２F

【設立の趣旨】

シニア世代の知恵や経験を生かし、

生きがい、社会参加の推進に関する

事業を行うと共に、茨木市より

シニアカレッジの運営を始めとした

諸事業を受託して、まちづくりに

寄与することを目的とする。
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第3期 平成22年 (2010年）

開講式 5/6 懇親会 7/25

NHK「ラジオビタミン」のアナウンサー

村上信夫氏の講演は正にことばのビタミン

でした。

軽食を撮りながらの懇親会で、仲間と

夢を語り、一層近しくなりました。

【現代社会を楽しく学ぶコース】

JICAを訪問して民具や衣装の見学、更には

海外ボランティアの体験談も聞きました。

【地域ボランティア・チャレンジコース】

市内のボランティア活動拠点を訪問して

活動内容を見学し、体験もしました。

【茨木をもっと楽しく学ぶコース】

市内北部の見山の郷やキリシタン道を歩き、

茨木の歴史と魅力を見直しました。

【高齢化を豊かに生きるコース】

実際に体を動かしてはつらつ体操を体験し、

先生にそのポイントも教わりました。

オープン講座 10/3

李 容淑氏 「外国から見た日本」

9



1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木をもっと楽しく学ぶ

4 地域で仲間とつながりづくり

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

運営面の
特徴

★自主講座(受講感謝ツアー）開催
　（2/27　定員30名）
　「高槻～茨木東部を巡る」

OB・OGの
活躍状況

171人

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

115人

108人

94人

6,000円

★現代、高齢化コースの定員を30名、
　茨木コースの定員を40名に変更

★オープン講座：講師は村上信夫氏
　(NHKエグゼクティブアナウンサー）

当年度の
特記事項

★茨木市から業務委託を受けて、
　カレッジ運営をNPOが担当

★HP立ち上げ

第4期 平成23年 (2011年）

（抜粋）
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第４期 平成2３年 (20１１年）

開講式 5/22

現代社会を楽しく読み解くコース 高齢化を豊かに生きるコース

茨木をもっと楽しく学ぶコース 地域で仲間とつながりづくりコース

JICA見学では、海外事情や

海外ボランティアの体験も聞きました。
元気になる運動をしたことで

心もほぐれて爽快になりました。

川端文学の魅力や作品誕生の

エピソード等詳しく聞きました。

活動拠点を見学して、活動体験や

利用者さんとの交流もしました。

5月22日(日）開講式はあいにく

の雨でしたが、多数の受講生さ

んが出席されました。落語家笑

福亭学光さんの記念講演では、

笑いの中で1年間の夢が広がり

ました。シニアカレッジの

スタートは、正に「にこにこ未

来塾！」となりました。知的好

奇心を満たし、さらに仲間との

つながりも楽しんでいただきた

いとスタッフも願っています。
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1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木をもっと楽しく学ぶ

4 市民活動体験

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

154人

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

当年度の
特記事項

★茨木コースの定員を50名に変更

★オープン講座：講師は結城思聞氏
　(元フジTVアナウンサー）

125人

★業務運営委員会発足
運営面の
特徴

★楽悠くらぶ発足（5/11）OB・OGの
活躍状況

122人

101人

6,000円

第５期 平成24年 (20１２年）

◆「楽悠くらぶ」発足当時の様子◆

１）会の名称の策定事由と活動方針

茨木シニアカレッジでともに学んだという

共通項の中で修了後もより楽しく、豊かで

充実したシニアライフを目指し、様々な

活動に挑戦する、という方針が会の名称に

反映された。楽しく学び、遊び、有意義な

人生を悠々とエンジョイするという気持ち

が込められている。

２）運営体制

会員は、茨木シニアカレッジの修了生と受

講生を主に、その他当くらぶに参加を希望

する者。世話人会にて定例会議を開催し、

イベント企画・運営面に携わる。イベント

は、年間4回程度（3ヶ月毎）の実施を目途

とする。

３）発足までの経緯

H23年1月「茨木コースのアドバンスコー

ス」のようなものができないか、という声

が高まる。

H23年8月 理事会で創設が承認される。

H24年12月 理事会でNPOシニアカレッジ

の自主事業として正式に承認される。

H24年4月 「楽悠くらぶ」が正式に発足

H24年5月 14人で「世話人会」が発足し、

「会則」等の作成に着手する。

【業務運営委員会設立の狙いと構成メンバー】

平成21年に受講生OB有志で「CA会」が結成

され、講座運営の支援と担当をしてきたが、

平成23年3月に「NPO法人茨木シニアカレッジ」

が設立され、平成23年度から茨木市の業務委託

を受けて「いこいこ未来塾」の企画・運営を

茨木シニアカレッジが担当することになった。

そこで「いこいこ未来塾」のより良い企画・

運営を実現するために、平成24年度から

各コース担当のコーディネーターとCA世話人

からなる業務運営委員会を編成した。

【業務運営委員会の運営について】

「いこいこ未来塾」の4つの講座毎にコーディ

ネーター1名とCA世話人2名を任命して、この

12名で「業務運営委員会」を構成して、定期的に

会合を開いて当年度の講座の運営や講師と

の折衝、次年度のカリキュラムの編成など受講生

の皆様に喜んでいただける講座の実現を目指して

尽力している。
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第５期 平成2４年 (20１２年）

◆CA研修会の実施◆

外部から講師をお招きして、CAさんのスキル向上を目指して、

コミュニケーション能力やファシリテーション技能の研修会を

実施しました。
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1 現代社会を楽しく読み解く

2 高齢化を豊かに生きる

3 茨木をもっと楽しく学ぶ

4 市民活動体験

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

　　◆街かどデイハウス「オアシス平田」設立の経緯◆

★第1回茨木アクティブシニアフェスタ
　開催（H26/1/26)
　＠きらめきホール
　パネルディスカッション
　「シニアが元気で充実した人生を・・
　もう一度花咲かそう」
　コーディネーター：藤田綾子氏
　パネラー団体：茨木シニアカレッジ・
　　茨木市自治会連合会・シルバー人材
　　センター・茨木市老人連合会・
　　ナルク・茨木市社会福祉協議会

運営面の
特徴

★市民活動体験コースの修了生有志が
　中心となって街かどデイハウス事業
　を立ち上げる。

OB・OGの
活躍状況

123人

101人

6,000円

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

125人

130人

★オープン講座：講師は国井雅比古氏
（NHKエグゼクティブアナウンサー）

当年度の
特記事項

６期 平成2５年 (20１３年）

平成25年2月、現在の「地域はつらつ活動コース」

を修了後、永田氏を中心に”夢をかたちに”を

テーマに、5期生とCAでオアシスの会を立上げる。

何か自分たちが地域で貢献できることはないかと

意見交換や施設見学等模索。同年6月市役所街かど

デイハウスの立上げのプレゼンをする。同年7月

街かどデイハウス”オアシス平田”を五十鈴町に

開所。同年10月試行期間3か月を経て正式に開所。

平成29年3月31日街かどデイハウス閉所でコミュ

ニティデイハウスに移行。

(街かどデイハウスとは、茨木市の補助事業の一環

で、元気な65歳以上の方が集う場所です。）

スタッフ 田端 山田 榎本 藤原

閉講式での木本保平茨木市長

（いこいこ未来塾塾長）
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第6期 平成25年 (2013年）

共通講座 「茨木の高齢者施策を知ろう」

7/28(日） 市役所南館

第1回 アクティブシニアフェスタ

1/26(日） きらめきホール
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1 現代社会を楽しく読み解く

2 シニアライフを豊かにする

3 わがまち茨木の魅力をもっと知る

4 仲間と楽しく地域デビューする

主会場

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

当年度の
特記事項

★傾聴ボランティア養成講座開講
　（H26/11～H27/3　5回）

コース名

茨木市生涯学習センター「きらめき」

125人

132人

120人

106人

6,000円

OB・OGの
活躍状況

★業務運営委員会、CA会議の連絡用に
　ML利用開始(3月）

運営面の
特徴

★オープン講座：講師は石田英二氏
　(毎日放送制作局　エグゼクティブ）

第7期 平成2６年 (20１4年）

◆傾聴ボランティア養成講座◆

講師 長谷川美津代氏

（ほほえみ 代表）

開催日 内容

2/3 良い聴き手になるために

2/10 傾聴体験

2/17 認知症サポーター養成講座

2/24 介護施設で高齢者との実習

3/3 傾聴のスキルを使ってロールプレイ

開催日 内容

10/26 嬉しい言葉の嬉しい自己紹介

11/26 嬉しい言葉の他己紹介

12/24 人の良さを引き出すインタビュー１

1/28 人の良さを引き出すインタビュー２

2/25 人の魅力が輝く傾聴

3/25 嬉し言葉の種をまく

◆茨木ことば磨き塾◆

講師 村上信夫氏

（元NHKエグゼクティブアナウンサー）
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第7期 平成26年 (2014年）

オープン講座 10/5

石田英二氏

傾聴ボランティア養成講座

H26/2～H27/3

茨木ことば磨き塾 H26/10～H27/3

村上信夫氏

（元NHKエグゼクティブアナウンサー）

里山の植物に親しむ

H26/9～H27/4

大阪植物観察会

大阪大学工学研究科 特任教授 栗本修滋氏

「いこいこ未来塾」の十周年、誠におめでとうございます。

後半の5年間を大阪植物観察会とご一緒していただき、大変

光栄に存じます。大阪植物観察会では、会員が一緒に里山の

花々を鑑賞しています。美しい、きれいなどと、わいわい騒ぎな

がら鑑賞すれば、感動が高くなること、日頃のストレスが

発散できることを講座でお伝えし、里山にも来ていただきました。

これからも、「いこいこ未来塾」の方々と感動を分かち

合いたいと思っています。
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1 現代社会

2 プラチナ

3 わがまち茨木

4 地域デビュー

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

　

OB・OGの
活躍状況

コース名

当年度の
特記事項

★オープン講座：講師は佐藤友美子氏
　（追手門学院　成熟社会研究所所長）

125人

143人

主会場
茨木市高齢者活動支援センター
　「シニアプラザいばらき」

★茨木市報（9月号）で「いこいこ
　未来塾」が紹介

130人

115人

6,000円

★主会場とNPO事務局を茨木市高齢者
　活動支援センター「シニアプラザ
　いばらき」に変更

★「シニアネットワークいばらき」結成
　【構成団体】
　　＊茨木市社会福祉協議会
　　＊茨木市シルバー人材センター
　　＊茨木市老人クラブ連合会

★マイスター倶楽部　登録者紹介名簿
　（第1版）発行

運営面の
特徴

8期 平成27年 (20１5年）

茨木市の高齢者施策の一環として、平成27年

4月に老人福祉センター「桑田荘」が、シニア

世代の地域社会への参加を総合的に支援する

ワンストップサービスセンターとして「高齢者

活動支援センター シニアプラザいばらき」へ

再編されました。

そして、その管理運営を、本市で高齢者事業

を展開している社会福祉協議会・老人クラブ

連合会・茨木シニアカレッジ・シルバー人材

センターの4団体が「シニアネットワーク

いばらき」という共同事業体を組織し、市から

指定管理者の指定を受けて、各種の事業を推進

することになりました。

事業の運営は、4つの団体間で協定書を締結

するとともに、各団体の代表で構成する運営

委員会をはじめ実務責任者会議を定期的に開催

し、団体間での意思の疎通と情報を共有しなが

ら連携の強化による総合力を高めながら課題の

迅速な解決や利用者の拡大、諸事業の円滑な推

進に努めていきます。

その中で、茨木シニアカレッジは、従来の

生涯学習「いこいこ未来塾」事業に加えて、

新たに「シニアマイスター登録事業」「シニア

いきがいワーカーズ支援事業」「高齢者社会参

加啓発事業」および「介護予防普及啓発事業

(シニアネットワーク委託）」を担うことになり

ました。併せて、シニアネットワークの事務局

長を担当、平成28年6月から舩本理事長が委員

長を受託しました。

新たな高齢者施策による事業がスタートしました。

「茨木市高齢者活動支援センター・

シニアプラザいばらき
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第8期 平成27年 (2015年）

オープン講座 10/18 佐藤友美子氏

（追手門学院大学 成熟社会研究所所長）

市報９月号に掲載
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1 現代社会

2 プラチナ

3 わがまち茨木

4 地域活動

定員

応募者

受講者

修了者

受講料

125人

117人

6,000円

コース名

125人

143人

主会場
茨木市高齢者活動支援センター
　「シニアプラザいばらき」

★塾長が福岡市長に交代

★共通講座で國松善次氏（元滋賀県
　知事）が講演

★オープン講座を立命館大学茨木
　キャンパスで開催：講師は伊坂忠夫
　教授（立命館大学　）

★他コースの講座が受講できる「ミニ
　オープン講座」を開催

当年度の
特記事項

9期 平成28年 (20１6年）

◆受講コース以外のコースが受講できる「ミニオープン講座」を新設◆
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第9期 平成28年 (2016年）

共通講座 7/10

國松善次氏（前滋賀県知事）

「１００歳人生を考える」

オープン講座 10/15

伊坂忠夫氏（立命館大学教授）

「運動のカルチャー化により

活力ある未来をつくる

アクティブ・フォー・オール」

追手門学院大学で学生とグループワーク

プラチナコース 11/30

三川俊樹氏

(追手門学院大学 教授）

「学び合い・支え合い・育ち合い」
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1 激動の現代社会を学ぶ

2 輝くシニア世代を生きる

3 わがまち茨木と北摂の歴史・文化

4 地域はつらつ活動

5 タブレットを楽しく学ぶ

定員

応募者

コミュニティデイハウス”オアシス平田”移行経緯 受講者

修了者

受講料

226人

主会場

NPO法人を正会員のみとする
運営面の
特徴

CA・CS体制
OB・OGの
活躍状況

140人

127人

10,000円

コース名

茨木市高齢者活動支援センター
　「シニアプラザいばらき」

★「タブレットを楽しく学ぶ」コース
　（定員：20名）を新設し、茨木
　コースの定員を40名に変更

★「オープン講座」を廃止して、一般
　市民も参加できる「体験講座」を開設
　
★「共通講座」を4回開催に増設

★受講料を1万円に改定

当年度の
特記事項

135人

10期 平成29年 (20１7年）

ご要望が多かったタブレットコースを新設

第１回講座の様子

平成29年4月1日、街かどデイハウスから

コミュニティデイハウスに移行。

場所も五十鈴町から中津町に移転する。

コミュニティデイハウスとは、65歳以上の

元気な高齢者と事業対象者・要支援1・要支援２

の方が集う場所です。

街かどデイハウスの開所から6年目に入り、

順調に運営ができていますことは、いろいろな方

の協力があったからだと感謝しております。

利用者の方から、”オアシス平田は居場所

として最高だね”の声を聞きます。

スタッフ一同”やってよかった”と感じて

います。

スタッフ 田端 山田 榎本 藤原

22



第10期 平成29年 (2017年）

共通講座 9/1

福岡洋一茨木市長（いこいこ未来塾塾長）が講師として

『「次なる茨木へ。」に向けて』と題して講演

◆いきがいワーカーズ支援事業◆

介護予防4団体、生活支援1団体の起業家、現在各地で活躍中

健康寿命をのばしましょう 口腔栄養とリズム体操

転倒予防・はつらつ体操 ニュースポーツ

共通講座 5/21

安井健二氏

（大和銀行・現りそな銀行元副頭取）

「定年後の生き方+ヨガ体操」

23



1 激動の現代社会を学ぶ

2 輝くシニア世代を生きる

3 わがまち茨木と北摂の歴史・文化

4 地域はつらつ活動

5 タブレットを楽しく学ぶ

定員

応募者

受講者

受講料

135人

218人

145人

10,000円

コース名

主会場
茨木市高齢者活動支援センター
　「シニアプラザいばらき」

★開講10周年（9月）
当年度の
特記事項

11期 平成30年 (20１8年）

10周年記念行事（速報版）

◆現代コース 日本銀行大阪支店見学◆

平成26年から始まった日銀見学は、

好評で今年度で5回目となりました。

◆茨木フェスティバル初出店

7/28～29

24



第11期 平成30年 (2018年）

開講式 4/15

福岡市長挨拶

◆マイスター倶楽部の活動◆

H３０/３/１８

第２回シニアマイスターまつり

祭りでは、舞台参加20組、展示参加21組

があり、約360人の来場者がありました。

H３０/３/３0

(登録団体）新舞踊 彩都会

イオンスタイル新茨木では、毎月第１と

第５金曜日にシニアマイスター登録者に

よるライブを開催しています。

茨木コース

豊田裕章氏

(京都大学人文科学研究所 共同研究員）

「幻の茨木城を知る」
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茨木シニアカレッジ創設１０周年おめで

とうございます。私は平成２９年度地域

はつらつ活動コースの受講生を経て、

現在、同コースのＣＡ世話人をしており

ます。受講生になったきっかけは、平成２

７年度に地域の自治会の役員に就任し、地域の活性化を目

指しいろいろな企画、活動を実施しましたが、自治会員の

高齢化や近所付き合いの希薄さに伴い、“自治会活動の元

気の無さ”を強く感じ、少しでも改善したいと感じたからで

す。このような思いでいる時、平成２９年２月の「広報いば

らき」で当カレッジの講座受講生募集の案内を見て、“これ

だ”と思い応募いたしました。「地域はつらつコース」です。

ボランティアということの基本から、自治会・老人会など

の活動事例などについて、１年間しっかりと勉強させてい

ただきました。 

ボランティア活動は、人との触れ合いの中で自分も楽しみ

ながらすることが大事であることを教わり、今までにな

い“自己実現”の境地を垣間見ることができました。今年

度は引き続き同コースのＣＡ世話人として、新受講生の皆

さんとの触れ合いを楽しんで活動をしております。 

今後も、社会のなかでシニアのあるべき姿としての「居場

所と出番」を求めて、受講生の皆さんおよび地域の自治

会で無理をせず頑張っていこうと思っております。 

 西脇 正泰 

 

「６１歳から本番」と言う言葉に触れ

て、現役を退いた６１歳の時、正直愕

然とした。これから本番？いったい

何をすべきなのか？そんな時、「市

報いばらき」で「シニアカレッジ」の

事を知り、３０年余り住んでいるのに茨木の歴史や文化に

ついて何にも知らないと気付き、取りあえず応募してみ

た。１年間の茨木を知る講座はどの内容も新鮮で、更に次

年度もお世話になった。茨木の古代の人々の暮らしぶりや

豊富な文化財に触れ、目が覚めた感じがした。更にこんな

素晴らしい内容を誰かに伝えたいと言う気持ちにもなっ

た。今はシニアカレッジのご縁で茨木市の「観光ボランテ

ィア」に参加している。これまでの知識や経験の上に、新し

く受けた感動や知識をプラスし、自分なりに伝えられたら

と思っている。 

人間とは、本来、人の為に生きている動物で人生の本番も

その事を指摘しているではないだろうか？リハーサル

（現役）の時は、社会の為と言いながら、自分が生き残るこ

とで精一杯だった。その反省を踏まえ、これからの本番で

は、見返りを求めず、真に他人の為に役立つ事を行ってい

きたい。 

伊部 己代二 

 

 

 

 

現在、『激動の現代社会を学ぶコース』を

受講しています。日本銀行大阪支店・大阪

地方裁判所・読売新聞社大阪本社と普段

の生活ではなかなか行く機会のない所へ

行けるのに興味を持ち、申し込みをしまし

た。強烈な印象だったのは裁判の傍聴でした。詐欺事件、

麻薬常習者、窃盗犯、酒気帯びの交通事故の傍聴ができ

ました。裁判官が被告人に必ず聞いていたのは、刑を終え

た後の生活をどう計画しているのかという事でした。まだ

結審もされてなく、刑の執行も終わっていない段階で、本

人に自覚を促すためだと推測できますが意外でした。 

裁判官には冷たいイメージを持っていましたが、裁判中は

語りかけるような話し方をされ、親しみを覚えました。６月

の地震には塾長である市長が講演され、地震後の市の対

応について説明がありました。例えば市が配布している

ブルーシートは６カ月耐久仕様で復旧に時間がかかるこ

とを考えての事だそうです。また、安倍首相が突然市役

所に来られる事になり、その時の市役所内での対応の裏

話も興味深かったです。その他の講座ではＵＳＪの観客が

増えた訳の説明も有意義でした。普段新聞やテレビでし

か見聞きできない事を、実際に生の声で聞けるのは貴重

です。今後も、日常生活では触れる機会の少ないテーマ

を選び、激動の現代社会の一端をわかりやすく講師の

方々に解説していただくことを期待します。 

井原 満隆 

 

 

私は３８年間勤務を続け、退職後も再雇

用で今年３月まで働きました。再雇用は、

働くといっても週２・３日のお手伝いで、

退職と同時にこれから先どうやって過

ごそうかと不安な毎日を送っていまし

た 。 そ ん な 時 、 市 広 報 で シ ニ ア 

カレッジ未来塾の受講生募集を目にし、これはいいと 

すぐに応募しました。プラチナ・茨木・タブレットのコース

で５年間が過ぎました。シニアカレッジに出会えて本当

に良かったです。勉強したい気持ちと仲間と出会える喜

びで楽しく活動しています。コースを終えた後も気の合

う仲間とのおつき合いが続くのはうれしいものです。親

しい仲間１０人との飲み会では気兼ねなく言い合って、

日々の憂さを晴らしています。また、「歩く会」では西国

街道、琵琶湖一周などで健康と自信を得ています。あと

何年続けられるか心細くなりますが、楽悠くらぶの活動

にはずっと参加できると安心しています。毎年、企画と

お世話くださる皆様に感謝しています。 

都留 恵子 

 

楽しく ◇ 元気に ◇ 学ぶ    受講生の声 
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私は縁あって１７歳の時、茨木市に来

ました。爾来５８年になります。７年前

にシニアカレッジ「いこいこ未来塾」

の現代社会コースを皮切りにシニア、

茨木、地域はつらつコース、そして、再び現代社会コースと

５年間お世話になりました。今年はタブレットコースでシニ

アの仲間の皆様と楽しく勉強しております。また、「楽悠く

らぶ」でも、姫路城、春日大社、東大寺など、歴史散策に 

和気あいあいと楽しんでおります。私にとってはシニア 

カレッジ「いこいこ未来塾」は青春そのものです。理事長

をはじめ、役員、ＣＡ、関係者の皆様のこれまでの御尽力に

心より敬意を表します。１０周年を契機に益々の御発展を

塾生の一人として祈念申し上げます。 

                   勝木 健司 

                   

 

私と茨木シニアカレッジの関わりは平成２

４年に当時 4 コ―スで運営されていたそ

の内の 1つ「高齢化を豊かに生きる」でし

た。茨木市生涯学習センターでの講座を

受講していた時、シニアカレッジの募集

案内パンフレットを見て受講生となりました。翌年他のコ

ースを受講し全コースを完了しました。シニアカレッジの目

指す①シニアの仲間作り②居場所と出番作りは私が共感

するものでした。その受講経験を活かし「傾聴ボランティ

ア」を立上げ他の仲間と活動中です。コースの CA、CA世話

人、コーディネーター、シニアカレッジの事務局長、いきが

いワーカーズ支援事業、理事も経験させていただき第二

の人生目標作りに大きく役立ち感謝の念に堪えません。茨

木シニアカレッジの益々のご発展を心より祈念します。 

                 小西 紀一郎 

 

「いこいこ未来塾」の魅力は、まず

受講生同士の交流です。 歩きなが

ら休憩の合間に、 これまで培われ

てきた豊富な人生経験や知らない

世界を教えていただいています。塾

の講義は、時々ついていけないこと

もあるのですが、専門的な話を講師の方から学べ、学生

時代に戻った気分になります。そして未来塾の一番の魅力

であり自慢は、支えてくださっているＣＡの方々の存在で

す。生涯教育と言いながらも、茨木のようにボランテア中

心にシニアカレッジを運営している市を私は知りません。

ＣＡの方々は、受講生の目線で様々な企画を計画してくだ

さっています。本当に有り難いことです。 これからも沢山

の受講生とＣＡの方々によって、「いこいこ未来塾」がさら

に発展していくことを願っています。             

                  中村 順子 

 

長年、勤めていた仕事の引退を考えて

いた頃、シニアカレッジのことをある偶

然から知りました。新しい環境に身を置

くことの不安と期待、ここは自分を自由

に解き放してくれる場所でした。茨木の

歴史、文化、過去から現代への発展を学び、特にフィールド

ワークは楽しく新しい発見がありました。人生１００年時代、

輝くシニアを目指してやっと得られた大切な時間に学び、

少しでもお返しできればと思っています。 

坂野 豊子  

私が茨木シニアカレッジを最初に受講

したのは、２０１４年の第７期「わがまち茨

木をもっと知るコース」でした。歴史に

興味があり一人で西国街道、隠れキリ

シタンの里、阿武山古墳などをよく歩い

ていたので参加しました。きらめきでの

講義のほか、茨木城、古墳、キリシタンの里等の現地見学

で今まで知らずに通り過ぎていた所も多く、歴史的背景

など大変勉強になりました。翌年から会場がシニアプラザ

に変わりましたが、２０１５年も同じコースを受講しました。

南茨木東奈良地区の遺跡や茨木の空襲の話など興味深

かったです。卒業後は、知り合ったシニアの仲間の皆さん

と同期会を作って見学会や懇親会を続けています。また、

楽悠くらぶの催しは楽しみにして参加しています。私は、

フルート、水彩画が趣味なのでシニアマイスター倶楽部の

発足に参加して、マイスター祭やイオンのアクティブシニ

アライブに参加したりしています。                 

朝日 嗣雄 

       

「シニアカレッジ」という名前は以前

から知っていましたが、受講しようと

思うほどの興味もありませんでした。

しかし、第４回シニアフェスタに「ナル

ク茨木」の一員として参加したとき、

各団体の内容を舞台で説明されてい

ました。その中で未来塾のＣＡさんの初々しく微笑ましい

姿に心が動き興味が湧きました。直ぐに担当ブースで申し

込みをしたところ、幸いにも茨木コースの受講が叶いまし

た。茨木コースでは、茨木市や北摂の歴史・文化に触れ、素

敵な所に住んでいる自分を再確認しながら楽しく過ごし

ました。その間には新しく友達も出来て、とても充実した

一年でした。受講の終盤には未来塾ともう少し付き合いた

くなり、現代コースに申し込みました。またまた幸運にも受

講が叶い、今は現代コースで現代社会の難しい事を分か

りやすく教えていただき、何か学生の頃に戻ったような思

いで講義を聞いています。未来塾を受講したことでたく

さんの方々と知り合うことが出来て、とても有難く嬉しい

思いでいっぱいです。 

松下 ゆり 
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【資料編】 

 

（１） ＮＰＯ法人茨木シニアカレッジ概要 

 

① NPO 法人茨木シニアカレッジが目指すもの  

     茨木シニアカレッジは、シニア世代の生涯学習と社会参画支援を目的として、シニア世代の

市民を対象とした多様な事業に取り組んでいます。 

     私たち高齢者もこれまでの「やってもらう」から「やってみよう」への意識改革が求めら

れており、茨木シニアカレッジも「シニアの居場所と出番の創出」を目指して活動を続けて

います。 

② 会員と会費について    

NPO 法人茨木シニアカレッジは正会員で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ＮＰＯ法人茨木シニアカレッジの運営について 

 

① NPO 法人茨木シニアカレッジの運営について 

 

NPO 法人茨木シニアカレッジの業務運営については、茨木市の担当部局等と協議を行い、

会員の皆様の支援・協力を頂き、実務を遂行しています。 

 平成 27 年 4 月からは、茨木市の高齢者施策の改編により「茨木市高齢者活動支援センタ    

ー・シニアプラザいばらき」の新設に伴って、市内の高齢者活動４団体（茨木市社会福祉協  

議会）（いばらきシルバー人材センター）（茨木市老人クラブ連合会）（茨木シニアカレッジ） 

が連携して共同事業体「シニアネットワークいばらき」を結成し、高齢者活動の拠点としての

指定管理者として、施設管理および諸事業の運営に取組んでいます。 

加えて、「シニアネットワークいばらき」の事務局も担当しています。 

 このため、更に NPO 法人としての組織強化を進め、これまで培ってきた茨木シニア 

カレッジの諸事業をより積極的に展開するために、新たなメンバーの参画が重要です。 

 

② 「いこいこ未来塾」について 

 

(1) ＣＡ（カレッジアドバイザー） 

  CA は平成 20 年度のシニアカレッジ発足後、「いこいこ未来塾」の運営を支援してきま 

した。カレッジアドバイザー制度を継承するものとして、ＮＰＯ法人の正会員で構成していま

す。その役割は、講座運営（講座の準備、司会・進行、講師対応、行事スタッフ、ＦＷの下見、

引率）や受講生支援、カリキュラム検討など「いこいこ未来塾」の運営全般を担当します。 

CA の皆様には年度初めに各人の希望を勘案して、担当頂くコースを決定し、当年度に担当

頂く講座日と役割（チーフ、司会、補助）を決めて支援していただいています。 

(2) ＣＳ（カレッジサポーター 

CS の皆様には年に数回程度、主に開講式や閉講式、共通講座など多くの受講生が参加する

講座の開講日に会場での誘導や資料配付などの業務を担当頂いています。 

 

 

正会員 

○法人の目的に賛同して入会 

○NPO 法人の総会に出席、議決権を有する 

○NPO 法人の理事、監事は正会員より選出する 

    （現在、理事１３名、監事２名） 

○シニアカレッジ業務の企画、運営に参画 

  会費 ○入会金は不要、年会費 2.000 円 
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茨木シニアカレッジ事務局 

 〒567-0841 茨木市桑田町２４番２１号 

   茨木市高齢者活動支援センター・シニアプラザいばらき内 

TEL/FAX：072-657-8814 

Email：colsenior@bloom.ocn.ne.jp 

URL：http://www.seniorplaza-ibaraki.com 


